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SYNOPSIS: Frorn a point of view of environrnental rnonitoring in Nagano Prefecure， 

an observation of airborne allergenic po llen and spores is necessary. Several kinds of 

rnuch irnproved pollen and spore sarnplers are now availabl巴 evenin Japan， and not a 

few rnonitoring stations for airborne pollen; and spores equipped with such rnodern 

sarnplers are now at work in different parts in Japan. 

To our regret， however， the id巴ntificationof pollen and spores trapped by rneans of 

such sarnplers is not so easy. Because， local rnanuals of pollen and spores that assist 

in identifying thern have seldorn been published except for a few special cases， even 

though not a few good rnanuals of pollen and spor巴 identificationon .the world-wide 

basis have been published. 

The present Vademecurn， though this is yet of quite prelirninary nature， was 

planned to rneet this dernand， and in this first part， pollen grains in r巴lationto 

aeroallergens were rnainly dealt with. 
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1 はじめに

我々ヒトを含む有気呼吸を行っている動物にとって

は，空気は生活を続ける上で不可欠な物質である。その

空気の中には，よほど特別な場合以外肉眼では見えない

が，植物の花粉や胞子，動物ーー特に昆虫の体の破片，

無機的小粒子などが多量に含まれている場合もある。乙

れらの空中浮遊小粒子は.時として空中アレルギー源

(aer伯 llergens)として，それらを含む空気を呼吸した

人に対し花粉症 (pollenosis;poll inosis )を起とさ

せる原因になる。

環境モニタリングという見地から，日本において空中

花粉・胞子が観測されるようになってからの期間は，欧

米に比べて非常に短いけれども，とにかく 1978年には，

国立病院のネットワークによる空中花粉の観測結果が整

理されて， r日本列島の空中花粉Jという形で刊行され

た事は斯界のためにも大変喜ζばしし、。乙の観測の場合

には，国際的な比較をする事も考慮して，米国の標準花
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粉検索器であるダーラム捕集器(Durharn sarnpler)と

同一規格の捕集器が採用された。空中花粉を短時間で捕

集したい場合には，強制的に空気を撹伴する粘着剤を塗

布したアクリル製のロッドを使用するロト・ロッド捕集

器 (Rotorodsarnpler) (豊国 1979)が便利であるし

連続的に大気を吸入しつつ粘着テープに花粉を捕集する

パーカード捕集器 (Burkardvolurnetric trap)，スラ

イド・グラスと粘着テーフ。の両方が使用可能なVPPS

捕集器 (VolurnetricPollen & Particles Sarnpler) 
など，最近では非常に便利な機器が商品化され，容易に

入手できるようになった。一日における花粉の空中飛散

量を経時間的Kサンプリングするためには，従来は24時

間を通して 1時間おき，あるいは 2時間おきlζ徹夜で観

測する必要があった。今では，機械が自動的に連続して

捕集してくれる訳である。第 1図はパーカード捕集器で

ある。

しかしいかに最新の捕集器が自動的に花粉・胞子を

捕集してくれたとしても，現段階では，捕集された花粉

や胞子の同定を自動的にやってくれる機械はないので，
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捕集物の同定は人力lζ頼らなければならないし ζ の場

合は，同時に高度な経験が要求される。

もちろん，形態学的に花粉の微細構造を調べる目的で

は，アセトリシスした花粉を走資電顕を使用し，走査電

顕像として観察するのがよい方法であると思われるし，

最近は被検体を乾燥させなくても観察可能な Wet-SEM

も出現したので，よほど手間は省けるようになった。し

かし何と言っても空中花粉をモニタリングする場合に

は，例えば，前述のバーカード捕集器では週間連続

捕集の場合で，粘着テープが 1時間l乙2mmずつ絶え間

なく移動しつつ花粉を捕集するしもしも24時間連続捕

集のドラムと交換した場合には，テーフoの移動は 1時間lζ

14mmとなるので，アレルギー源となり得る花粉をモニ

ターしようとする目的のためには，迅速な同定が必要で

ある O そのためには，捕集された花粉・胞子の附着した

粘着テープ(商品名 Melinexテープ)をカッ卜して，ア

セトリシスする乙となく，直ちに光学顕微鏡レベルで‘同

定を行う必要がある。世界の花粉学の中心的存在である

スウェーデン，ストックホルムの花粉研究所(Palyno-

logiska Laboratoriet)でも， ζ ういう方法を採用して

いる。
第 1図 パーカード捕集器(バーカード社のカタログに

よる)
そ乙で，もしも長野県で環境モニタリングという見地

から空中花粉の観測をするとすれば，まず手始めlζ，県

第 1表 日本の花粉アレルギー坑原植物(斉藤洋三 1980) 
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下の中心都市である長野市や松本市で，市民の健康管理

のために，定期的IL.花粉を観測し一般市民のために花

粉情報を提供しなければならない。そのためには，花粉

や胞子の観察結果をすぐ発表できるような，簡便な同定

方法を確立しておかなければならない。

本小文は，信州大学教養部の花粉ゼミ lζ学んだ学生諸

君が，毎年入ってくるゼミの新入生のために作製した，

花粉の標本作りと同定のための簡単なマニュアルに必要

な資料を追加し，文献上の裏付けをし，若干の花粉につ

いては，学生諸君が作成した比較用のスライドを光学顕

微鏡レベルでの写真とし補足をした。略図だけでは分か

りにくし、からである。花粉の形，孔や溝の数などによる

分類は，幾瀬マサ先生発表の図(岩波 1980)が広く利

用されているが，初心者lζはわかりにくい場合もあるの

で， 乙乙では， もっと簡単なP.D. Mooreと].A.W巴bb

が発表したものを引用させていただいた。また，花粉の

略図については，学生諸君が作ったものは少し簡略すぎ

るので，大部分の図は E.C. Ogden et αl.発表のもの

を使用させていただき，それにない図は筆者が描き足し

た。

最後K.，資料の整理を手伝ってくれた 1985年度のゼ

ミ生，中村紀子・荒木和之・宮島弘恵・高宮裕児・南雲

治夫・伯嘗原祥および丸山穣の諸氏(配列は学科・学籍

番号順)にお礼申しあげる。

2. アレルギー源となる花粉

日本の空中花粉の中で，アレルギー源となる花粉は，

30科 105属 188種の植物の花粉とする報告(市河・富田

1975より引用)もあるが，乙 ζでは斉藤(1980 )発表

の表(第 1表)を引用させていただいた。 ζの表lζ従え

ば，アレルギー源となる花粉を出す植物は 125種であり

更に26種は近緑種との関係で，アレルギー源となる疑い

がありそうなので，ほぼ 150種という ζとになる。 ζの

中で寸+および十++を拾って見ると，ハンノキ，シラカンパ，

スギ， ヒノキ，サワラ，コナラ，クヌギ，アラカシ，シ

ラカシ，アカガシ，カモガヤ，ホソムギ，ネズミムギ，

オオアワガエリ，ロウスピアグラス，ナガハグサ，ブタ

クサ，クワモドキ(オオブタクサ)，クソニンジン，ニガ

ヨモギ，オトコヨモギ，ヤマヨモギ，ヨモギ，ホソパエ

ゾヨモギ，カナムグラの25種になる。乙れらの植物の中

で多量の花粉を出すとして知られているスギでは個

の蔚の中lζ約 3，300個の花粉が入っているので，花 l個

で約 13，200個，花序 Iつで、約 396，000個，小さい枝 1本

で990，000，000個という数lとなる。 したがって，戸隠山

の杉のような大木になれば本の木から出る花粉の総

数は正lζ天文学的な数字でないと表現できなくなる。イ

ネ科のカモガヤにしても個の蔚lζ入っている花粉は

約 4，.000個であるから，花 l個で 12，000個，花序 lつで

84，000個， 1本の草Iζ花序が200あると仮定して， 1本

の草では 16，8000，000個の花粉が生ずるという ζ とにな

る。

3. 捕集された花粉の観察法

ロト・ロッド捕集器の場合には，捕集用のアクリル製

ロッドのシリコン・グリースを塗布した面(すなわち，

花粉・胞子を捕集した面)を上にして，顕微鏡用アクリ

ル製のステージ・アダプターにセットし，染色・封入用

のカーベラ液またはフェーブス・ブラックリー液を滴下

した上で・カバー・グラスをかぶせる。先1<::カパー・グラ

スをかぶせた上で，横から染色・封入液を毛管現象を利

用して入れた方が結果がよい場合もあるので，事前l乙練

習をしておいて，自分で最もやりやすいと思う方法に熟

練しておくのがよい。既知の植物から比較用の花粉標本

を作成する際には，スライド・グラス上lζ花粉をなすり

つけ，メチルアルコールで固定した上で，花粉表面のワ

ックス分をキシロールなどの有機溶媒を使用してとり除

いた後，メチル・グリーンとかゲンチアン・バイオレッ

トなどの色素人りのグリセリン・ジエリーで封入する。

グリセリン・ジエリーの中に，フェノールを少量入れて

おくと長期間の保存lζ耐える。

C) 0 0 
与〉 ~ 

mv 
第 2図単純相称平面図形 (SADTの図を S.Nilsson 

et 01. 1977より引用)

A 広楕円形 (SADTNo. 5) 
B 円形 (SADTNo. 6) 
C 横広楕円形 (SADTNo. 7) 
D-E 横楕円形 (SADTNos. 8，9) 
F-G 倒卵形 (SADTNos. 47. 48) 

60 



どのような方法で花粉スライドを作整したにせよ，花

粉の観察l乙当たっては，極観 (poIarvi巴w)および赤

道観 (equatorial vie引による外形をよく調べる必要

がある。特lζ極観輪郭像はAMB(ambitus)と言われ，

花粉を同定する際lζ非常に重要である。 AMBの形は S

ADTで作られた「単純相称平面図形」と比較するとよ

い(第2図)。花粉の形には，円形や円形lζ近い三角玖

が比較的多いが， トリロベートの場合もあるし，セリ科

植物の花粉の多くは極観では円形であるが，赤道観では

扇平楕円形の場合が多いので注意を要する。第3図lζ示

したのは，放射相称(放射対称)の花粉 (A-G)およ

び二面相称(二面対称)(H-1tOの花粉の極観と赤道

観を示したものである。図中の日と Iは，同一花粉の極

観であるが，片方の極面にだけ溝があるので，両極観を

図示する必要がある。 JとKも，同じ花粉の側面観を示

したものであるが，長軸と単軸があるために，全く異な

った別々の形の花粉として扱われる可能性が大であるo

o 00¥78 
cつJA， 

⑪!日l十
8]A' 

につ
C:Q 

トー一一一一一一一一一一--<
A， 

CコIp 0 
第 3図 A-G放射相称. H-Mニ面相称 (S.Ni Isson 

et al. 1977より引用)

A 極観の花粉粒

B 同じ花粉の赤道観

C-F 極観の花粉粒 (C 円形. D 円状三角

形 E 三角形 F トリ口代ー卜)

G 偏平楕円形花紛粒の赤道観

H -I 花粉粒の極観(別々のニ面)

J 側面観(長軸菌)

K 側面観(短軸面)

し 平凸形

M 凹凸形

花粉を同定する際lζ，比較する形質であるが，まず第

1 IL:.単粒か集粒かが問題になるo 花粉は雄蕊の蔚の中

で花粉母細胞の減数分裂の結果形成されるが，分裂終了

後も，花粉が1個す‘つばらばらにならないで 2個す、つ

集まっているもの. 4個ずつ集まっているもの，たくさ

ん集まっているものなどある。単粒の花粉でもマツ属の

ように気嚢を持ち大形のものもある。単粒か集粒かを区

別した後IL:.溝 (colpus)や孔(porus)の数，配列状

態などが問題になる。第4図IL示したのは.P.D.Moore

と].A.Webb (1978)が発表したもので，左側の図は

口(aperture)の数，位置，特徴などを考慮し単粒か

集粒かを区別している oMonocolpat巴(単溝型)は

個の溝がある型であるo 図の上のpolarおよびeqは，そ

れぞれJXllarvi巴w (極観)と equatorial view 赤道

観)の略である。 Monoporateは単孔型で. 1個の孔が

ある型である。単孔型は，イネ科 (Gramineae)の植物

によって代表される。次の Tril巴teは 3痕跡線型また

は3条溝型と訳語がつけられていて，減数分裂の結果，

4個の花粉がそれぞればらばらになる時lζ，お互いlζ結

合し合っていた内側を向いた面，すなわち，向心極面

(proximal face) Iζ，放射状lζ出ている 3本の痕跡線を

持っている型である。痕跡線がYという文字IL:似ている

ので Y-mark(Yマーク)とも呼ばれる。ミズゴケ属

(Sphagnum)の胞子に見られる。 Syncolpate(合流溝

型)は，溝が長く延びて，極で合流してしまった型で，

極めて特徴的であり，シオガマギク属 (Pedicularis). 

アサザ属(Nymphoides)，ホシクサ属 (Eriocaulon)な

どの花粉がζのタイプに入る。次の Saccate (翼型)は

マY属 (Pinus)Iζ見られるよう κ，花粉本体lζ気嚢

( saccus) がついている型である。マツ属では 2個であ

るが，ツガ属 (Tsuga)では 1個である。ヒルムシロ属

(Potamog巴ton)のように，子Lも溝もない型は， Inaper-

turate (無口型)と呼ばれる。左図の右側は集粒で，ホ

ロムイソウ属 (Scheuchzeria) は2集粒(Dyads)，ツ

ツジ科 (Ericaceae)やカホマ属 (Typha)では 4集粒

(Tetrads)である。多集粒(Polyads)は，ネムノキ属

( Mimosa) や花粉塊を形成するラン科(Orchidacea巴)

植物lζ見られる。右側の大きい図は，口(aperture)の

数と配列により分類した花粉形である。乙れらにも，極

観(polar)と赤道観 (eq.)が示されている。点線は焦

点を変えると現われる部分を示している。左端の分類名

の最上部の..Z onoporate " (帯状孔型)は，孔(porus) 

が赤道部lζ集まっている型である。さらに子L数により

Dizonoporate (2帯状孔型). Trizonoporate (3帯状

溝形)というように細分する。接頭語のTetra-は4・1

Pentaは5…， Hexa.・-は 6，Poly.. 多ーという意

味である。 Zonocol pateは帯状溝型で，細分の仕方は同

じである。また Zonocolporateは帯状内口式溝型(帯状

溝内口粒)であって，細分の方法は. Zonoporateや3

Zonocolpateと同様である。

4. 主要属同定資料

今回は，主要な属のレベルでの花粉同定に留め，詳細
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については続報で、取り扱う o 第5図lζ示したのは，主要

属の同定のための資料であり，マツ属，スギ属，クルミ、

属，カバノキ属，ハンノキ属， コナラ属，ニレ属，カエ

デ属(以上木本)，ギシギシ属，アカザ属，オオバコ属，

アキノキリンソウ属，ブタクサ属， ヨモギ属およびイネ

科を扱った。それぞれの属の花粉の模式図を載せ，前述

のM∞re& Webbの花粉分類表による名称を記入し，

更に，補足のため写真を末尾lζ載せた。写真は，第5図

の属と必ずしも一致しないものもあり，カエデF属，ギシ

ギシ属は続報fLゆずり，キク科ではセイタカアワダチソ

ウ，イネ科ではイヌムギをそれぞれ代表として載せた。

また，ケヤキは，第5図にはないが，出現の可能性が高

いので載せた。何と言っても，花粉の正確な同定を行う

ためlζは，比較参考用スライド(refer巴nces!ides)を

作っておく乙とが必要で，生の植物からいつも花粉スラ

イドを作るよう心がけておかなければならない。

スギ花粉症で有名になったスギは，非常lζ多量の花粉

を出すが，光学顕微鏡レーベルでは，メタセコイア (Me-

tasequoia) との区別がなかなか困難である o 相馬寛吉

博士の最近の研究で，乙の問題点は解決された。もちろ

ん，相馬博士は，スギとメタセコイアの区別に関し，

SEMおよびTEMを駆使されているが，その相違点が

頭の中lζ入っていればLMで区別する乙とも可能と考え

られる。
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歯版 I 

6 1 クロマツ (Pinusthunbergii) (赤選観)

8 -9 アカマツ (Pinusdensiflora) (赤道観〉

10 アカマツ(筏観)

さ

C 

11 -12 スギ(Crypto打16riajaponica) (赤道綴)
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13 -14 ハンノキ (Alnusjaponica) (極観)

15 -16 ハンノキ(赤道観)

17 -18 シラカンパ (Betulaplatyphylla v. japonica) (穣観)

19 -20 オニグルミ (Juglansaila批判folia)

21 -22 ケヤキ (Zelkov a serrata) (極観)

23 -24 ミズナラ (Quercusmongo Ii ca v. grosseserrata) (極銭)

25 -26 ハルニレ CUlmusdavidiana v酋 japonica) (極観}

66 



3 

34 

図版麗

21 -29 アカザ (Chenopodiumalbum v. centrorubruml 

30 -31 ヘラオオパコ (Plantagolanceol語版)

32 33 オオハコ (Plantagoasiatical 

34 -35 セイタカアワダチソウ (Solidagoaltissimal (極観)

36 -37 イヌムギ (Bromuscatharticusl (赤道観)
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